
能
登
で
６
月
19

日
、
震
度
６
弱
の
地

震
が
あ
っ
た
。
１
年

以
上
も
群
発
地
震
が

続
い
て
お
り
、
専
門

家
か
ら
は
今
後
発
生

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
と
の
符
合
に
つ
い
て
の

指
摘
も
あ
る
よ
う
だ
▼
現
在
運

転
は
休
止
し
て
い
る
が
、
能
登

に
は
志
賀
原
発
が
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
発
生
前
、
日
本
に
は

54
基
の
原
発
が
あ
っ
て
、
わ
が

国
で
使
う
電
力
の
30
％
前
後
を

原
子
力
で
賄
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
福
島
第
一
原
発
の
甚
大
事

故
に
よ
り
、
原
発
に
対
す
る
不

信
感
や
不
安
感
が
強
ま
っ
た
結

果
、
再
稼
働
し
た
原
発
は
６
発

電
所
の
10
基
の
み
、
廃
炉
が
決

定
し
た
原
発
は
21
基
に
上
る
▼

世
界
的
に
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
脱
炭
素
を
見
据
え
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
で
安

価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
が
打
ち
立
て
ら
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
に
端
を
発
す
る
電
力

需
給
の
逼
迫
が
喧
伝
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
脱
炭
素
効
果
の
高

い
電
源
の
最
大
限
の
活
用
が
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
原
子

力
へ
の
期
待
が
再
び
高
ま
っ
て

き
た
▼
な
る
ほ
ど
原
発
は
脱
炭

素
と
い
う
面
か
ら
は
そ
う
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ク

リ
ー
ン
か
と
い
え
ば
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
出
る

「
核
の
ゴ
ミ
」
は
、
人
類
の
手

に
は
負
え
な
い
も
の
な
の
で
あ

る
▼
今
の
便
利
な
電
化
生
活
を

維
持
す
る
た
め
に
、
手
に
は
余

る
「
ゴ
ミ
」
を
子
々
孫
々
に
押

し
付
け
る
。
こ
れ
は
決
し
て
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
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2面 これでいいのか!?
 全世代型社会保障改革
3面 コレ旨
5面 「青い鳥」を求めて

能
登
半
島
に
73
基

６
月
２
日
（
木
）
に
、
三
林

寛
氏
（
医
師
・
七
尾
市
）
と
堂

下
健
一
氏
（
志
賀
町
町
議
会
議

員
）
を
お
招
き
し
、
能
登
半
島

で
進
め
ら
れ
て
い
る
大
規
模
な

風
力
発
電
建
設
計
画
に
関
す

る
内
部
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
し
て

は
、
原
子
力
は
絶
対
反
対
で
、

近
年
の
気
候
変
動
を
考
え
る
と

石
炭
や
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど

の
火
力
発
電
も
徐
々
に
減
少
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、

必
然
的
に
太
陽

光
、
風
力
、
水

力
発
電
の
比
重

を
増
や
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま

し
た
。

そ
の
一
つ
で

あ
る
風
力
発
電

に
は
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た

環
境
破
壊
や
健

康
被
害
な
ど

様
々
な
問
題
が

潜
ん
で
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し

た
。
能
登
半
島

の
風
力
発
電
は

す
で
に
73
基
が

稼
働
し
て
お

り
、
さ
ら
に
12

事
業
所
１
７
１

基
の
建
設
計
画

が
進
ん
で
い
ま

す
。
日
本
の
中

で
も
ま
さ
に

「
風
力
発
電
銀

座
」
と
い
っ
た
様
相
で
す
。

図
１
〜
２
は
富
来
風
力
発
電

所
の
設
置
者
で
あ
る
（
株
）
能

登
の
風
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

引
用
し
て
い
ま
す
が
、
能
登
の

低
い
山
々
の
尾
根
の
上
に
巨
大

な
風
車
が
立
ち
並
び
、
図
２
は

ロ
ー
タ
ー
（
翼
と
ハ
ブ
）
設
置

工
事
の
写
真
で
、
森
林
が
伐
採

さ
れ
て
い
る
様
子
が
分
か
り

ま
す
。

森
林
伐
採
に
よ
り
山
の
大

切
な
保
水
力
を
弱
め
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
８
月
31
日
、
能
登

半
島
で
の
大
雨
に
よ
っ
て
熊

木
川
な
ど
４
河
川
が
氾
濫
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
の

で
す
が
、
計
画
さ
れ
て
い
る

１
７
０
基
も
の
建
設
が
進
め
ば

よ
り
氾
濫
の
危
険
性
が
増
す
で

し
ょ
う
。

そ
れ
に
、
能
登
半
島
と
言
え

ば
、
豊
か
な
自
然
や
人
な
ど
を

背
景
に
「
能
登
の
里
山
里
海
」

と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

巨
大
な
風
車
が
立
ち
並
ぶ
景
観

は
そ
れ
を
台
無
し
に
し
か
ね
ま

せ
ん
。
志
賀
町
に
建
設
予
定
の

能
登
中
風
力
発
電
事
業
の
方
法

書
に
よ
れ
ば
、
標
高
１
７
９
ｍ

の
赤
蔵
山
に
高
さ
１
８
０
ｍ
の

風
車
（
ロ
ー
タ
ー
の
直
径
は

約
１
３
６
ｍ
で
、
ホ
テ
ル
日
航

金
沢
の
高
さ
を
超
え
る
）
が
立

ち
並
ぶ
予
定
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
日
本
有
数
の
雷
多
発
地
帯

で
あ
る
能
登
半
島
。
巨
大
化
し

た
風
車
は
雷
を
受
け
や
す
く
、

停
電
や
破
損
倒
壊
事
故
、
森
林

火
災
な
ど
も
不
安
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

説
明
な
い
ま
ま
建
設

一
方
、
健
康
被
害
に
関
し
て

は
、
騒
音
や
特
に
低
周
波
音
に

よ
る
影
響
が
大
き
い
そ
う
で

す
。
２
０
１
８
年
に
日
本
音
響

学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
久
留
米

大
学
の
石
竹
達
也
氏
等
の
論
文

で
は
、
２
０
０
０
ｍ
以
上
離
れ

た
場
所
に
居
住
す
る
人
に
対
し

て
、
１
５
０
０
ｍ
未
満
に
居
住

し
て
い
る
人
は
、
睡
眠
障
害
の

オ
ッ
ズ
比
が
約
２
倍
と
有
意
な

増
大
を
認
め
た
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
静
岡
県
東
伊

豆
町
の
「
熱
川
風
車
被
害
者

の
会
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
風
車
か
ら
８
０
０
ｍ
以
内

に
居
住
し
て
い
る
人
の
88
％
、

１
０
０
０
ｍ
以
内
に
居
住
し
て

い
る
人
の
70
％
が
何
ら
か
の
苦

情
を
訴
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

講
師
の
三
林
氏
と
堂
下
氏

は
、
決
し
て
風
力
発
電
そ
の
も

の
に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
風
車
の
大
き
さ
や
設

置
場
所
、
地
域
住
民
へ
の
十
分

な
説
明
が
な
い
ま
ま
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
問
題
に

し
て
い
る
の
で
す
。

今
や
風
力
発
電
は
国
策
的
な

立
ち
位
置
に
あ
り
、
各
自
治
体

で
も
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
理
解
で
き
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
市
民
の
側

もCO
2

を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
歓

迎
し
が
ち
で
、
私
も
ま
さ
に
そ

う
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

勉
強
会
を
通
し
て
、
地
域
で
暮

ら
す
人
々
の
健
康
影
響
へ
の
心

配
や
、
河
川
の
洪
水
、
土
石
流

等
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
建
設
予
定
地
周
辺
に
居
住

す
る
住
民
へ
の
周
知
や
話
し
合

い
が
、
今
後
大
切
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

病院マップ
2022年度版

○会　員：1冊　2,300円（税・送料込み）
○会員外：1冊　3,300円（税・送料込み）
※在庫が無くなり次第終了させていただきます。

会員の先生には1冊無料でお送りしました。

医療連携に
役立つ１冊！
県内病院の各科担当医師・連携窓口
外来診療時間・外来担当者
設備・特殊検査　などを掲載

✓

✓

✓

7月10日発刊

ただいま

追加申し込み
受付中！

三林寛氏（医師・七尾市） 堂下健一氏（志賀町町議会議員）

図１　「能登の風」HPより（https://griin.co.jp/notonokaze/index.html）

図２　�ローターの取り付け作業の
様子（「能登の風」HPより）

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その73

シリーズ

理
事

　齊
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

知
ら
な
かった

　風
力
発
電
に
よ
る

 
環
境
破
壊
と
健
康
被
害

石 川 保 険 医 新 聞 第603号（1）2022年7月15日（毎月15日発行）



6 月 7 日、本年度の「骨太の方針」が閣議決定された。これは、政府の
経済財政運営と改革の基本方針を示したもので、来年度予算編成のみなら
ず、今後の社会保障制度改革、医療保障制度改革の議論に大きな影響を与
えるものである。社会保障施策の分野では「全世代型社会保障の構築」の
見出しのもと、先月号でも紹介した「全世代型社会保障構築会議」の中間
整理の内容が盛り込まれており、この点については既定の改革路線を踏
襲したものとなっている。一方、医療分野の改革として最も注目されるの
は、「オンライン資格確認システム導入の義務化方針」が明記されたこと
である。この提起については、骨太の方針の閣議決定に先立つ 5 月25日、
厚労省の社会保障審議会医療保険部会で既に示されており、これで政府の
方針に明確に位置づけられることとなった。以下、上記医療保険部会提出
資料も参照しながら、論点整理をしておきたい。

「骨太の方針」における提起内容
骨太の方針においては、従来から社会保障給付の重点化・効率化を通じ

た「国家にとって安上がりとなる医療提供体制」の構築がメニューにあが
り、本年度も「社会保障分野における経済・財政一体改革の強化・推進」
の見出しをかかげ給付抑制方針が記述されている。「オンライン資格確認
システム」をめぐる措置については、この文脈の中で明記されており、具
体的には次のように記述されている。

●	骨太の方針「社会保障分野における経済・財政一体改革の強化・推進」
の項の抜粋（カッコは脚注部分）

つまり、「オンライン資格確認システム導入の義務化」「関連する支援措
置の見直し」「保険証の原則廃止」の 3 点が提起されたと整理できよう。

オンライン資格確認の導入状況
ここで、現時点での医療機関等におけるオンライン資格確認システムの

導入状況をみておこう。 5 月25日の社会保障審議会医療保険部会では、オ
ンライン資格確認の導入状況が公表されている。その内容をとりまとめる
と次の通りとなる。

●	オンライン資格確認の導入状況（5月15日現在）
医科

診療所
歯科

診療所 病院 薬局 全体

顔認証付きカードリーダー申込 45.9％ 49.9％ 78.9％ 81.9％ 57.9％
準備完了 17.5％ 17.2％ 42.2％ 41.4％ 24.7％
運用開始 13.0％ 12.9％ 35.5％ 32.8％ 19.0％

上記の通り、運用開始施設数は、医科診療所で13％、歯科診療所で
12.9％に過ぎず、病院・薬局を含めた全体でも19％にとどまっている。な
お、マイナンバーカードと保険証との紐づけについては、最新の数字とし
て、 5 月25日に総務大臣が記者会見で公表した内容が報道されており、マ
イナンバーカードの交付枚数は約5600万枚（人口に占める割合は44％台）、
健康保険証との紐づけ枚数は約855万枚（人口に占める割合は 7 ％を割っ
ている）と、こちらもほとんど進んでいない状況が明らかとなっている。

オンライン資格確認をめぐる法的課題
上記の提起については現行法制のままでは実現できず、省令等の改正が

必要となる。まず、医療機関における被保険者資格確認に係る法制につい
ては療養担当規則で定められており、現行制度では「被保険者証かオンラ
インかいずれかにより確認すること」とされている。オンライン資格確認
の義務化にあたっては、この条文を「改正」する必要がある。

次に、初・再診料への加算である「電子的保健医療情報活用加算」の見
直しについては、診療報酬点数表告示の改正が当然に必要となり、中医協
諮問・答申が必要となるのは言うまでもない。そして、被保険者証の選択
制・廃止については、そもそも保険者は被保険者に対して被保険者証の交
付が省令で義務付けられており、被保険者証とマイナンバーカードの選択
制を導入するにしろ、被保険者証を原則廃止するにしろ、下記の条文等の

「改正」が必須となる。

上記の「改正」について、政府は工程表を示して具体化を進めていくと
しているが、これらの見直しは単なる省令改正の域を超えたものである。
言うまでもなく、憲法25条に基づき国は国民に対して健康権の保障を義務
付けられており、それを実現するために公的医療保険制度が存在する。医
療保険に基づく保険診療が確実に患者に給付されるためには、患者にとっ
ても医療機関にとっても資格確認というプロセスは大変重要なものとな
る。これがマイナンバーカードによる資格確認に限定されれば、マイナン
バーカードを持たなければ保険診療が受けられなくなるという意味で、国
民皆保険の根幹にかかわる問題と言えよう。

もちろん、上記のことは国もわかっているので、「保険証の原則廃止を
目指す」としつつも、「加入者から申請があれば保険証は交付される」と
いう注釈をつけることを忘れてはいない。原理的に言えば、保険証の廃止
は難しく、この措置の真の狙いは、現行法令では「任意」とされているマ
イナンバーカード取得について、国民にこれを強制するという意義である
ことは明白である。

マイナンバー制度のもつ問題点
マイナンバーカードの普及は、現行のマイナンバー制度が定着すること

を認めることにつながる。もとより、マイナンバー制度は、所得や資産、
銀行口座、税・社会保険の負担、年金・医療の社会保険給付、子ども・世
帯情報など膨大な個人情報を国が一元的に管理しようとするものであり、
税・社会保険料の負担増と社会保障給付抑制の強化につながることを危惧
せざるを得ない。国民一人一人が、社会保障のために「いくら払ったか」
と社会保障給付を「どれだけ受け取ったか」を「一元的に」把握すること
が容易になり、負担と給付の関係が明確になるからである（いわゆる社会
保障個人会計）。

もちろん、ICTのシステム整備自体は否定する必要はなく、それを患者・
国民にとって便利になるように使うことには異論はない。しかし、それを
現行のマイナンバー制度とリンクさせてまで実施すべきかどうかは、また
別の議論が必要である。集約された個人情報を国家や民間企業等に「濫
用」させないために、国民一人一人の個人情報の「自己コントロール権」
をしっかりと保障する、また、国がプロファイリング等を行うことを禁止
する ─ このような制度上の担保が不十分なまま、今のマイナンバー制度
がこのまま「普及」することには強い危惧を抱かざるを得ない。現行の仕
組みでもマイナンバーを介さず被保険者番号による資格確認が可能なこ
と、また、オンライン資格確認システムを導入していない医療機関におい
て、特段の混乱を招いていないこと等に鑑み、拙速な義務化、被保険者証
の廃止などについては、中止・撤回すべきと考えるものである。（紙幅の
関係で、加算廃止をめぐる議論等「関連する支援等の措置」については、
中医協での議論をみながら次号以降に整理する予定である）

①   オンライン資格確認について、保険医療機関・薬局に、2023年 4 月
から導入を原則として義務付ける。

②   オンライン資格確認の導入が進み、患者によるマイナンバーカード
の保険証利用が進むよう、関連する支援等の措置を見直す。（診療報
酬上の加算の取扱いについては、中央社会保険医療協議会において
検討）

③   2024年度中を目途に保険者による保険証発行の選択制の導入を目指
し、さらにオンライン資格確認の導入状況等を踏まえ、保険証の原則
廃止を目指す。（加入者から申請があれば保険証は交付される）

参照条文（保険医療機関及び保険医療養担当規則）
（受給資格の確認）
第 3 条　保険医療機関は、患者から療養の給付を受けることを求められ

た場合には、次に掲げるいずれかの方法によって療養の給付を受ける
資格があることを確認しなければならない。ただし、緊急やむを得な
い事由によって当該確認を行うことができない患者であって、療養の
給付を受ける資格が明らかなものについては、この限りでない。
一　健康保険法第三条第十三項に規定する電子資格確認
二　患者の提出する被保険者証

参照条文：健康保険法施行規則
（被保険者証の交付）
第47条　協会は、厚生労働大臣から、法第三十九条第一項の規定により

被保険者の資格の取得の確認を行った又は事業所整理記号及び被保険
者整理番号の変更を行った旨の情報の提供を受けたときは、様式第九
号による被保険者証を被保険者に交付しなければならない。ただし、
当該情報の提供が、同一の都道府県の区域内における事業所の所在地
の変更に伴い行われたものであるときは、この限りでない。

（注：上記は協会けんぽに係るものである。組合健保や国保、後期高齢
者医療制度等にも同種の規定がある）

全世代型社会保障改革全世代型社会保障改革
事務局長　工藤　浩司

本年度の骨太の方針が閣議決定
─オンライン資格確認の義務化方針をどうみるか

第
7
回

これでいいのか!?

石 川 保 険 医 新 聞 2022年7月15日（毎月15日発行）（2）第603号



ド
イ
ツ
語
の

Gew
alt

は
暴
力
と
訳

さ
れ
る
が
、
権
力
と

い
う
意
味
も
あ
る
。

１
９
７
０
年
代
に
日
本

で
吹
き
荒
れ
た
学
生
運

動
で
、
暴
力
的
手
段
を
も
っ
て
す
る

権
力
闘
争
を
「
ゲ
バ
ル
ト
」
と
言
っ

て
い
た
。
フ
ロ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
権

力
と
暴
力
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

る
も
の
で
、
多
く
の
弱
い
人
間
が
結

集
し
て
、
権
力
者
の
強
大
な
力
に
対

抗
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
権
利
で
あ

る
が
、
権
利
さ
え
も
あ
る
意
味
暴
力

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
と

は
こ
の
よ
う
な
権
利
を
保
障
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

今
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略

し
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
核

兵
器
の
ボ
タ
ン
で
威
嚇
し
な
が
ら
、

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
参

戦
し
な
い
よ
う
に
牽
制
し
て
い
る
。

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
世
界
は

自
国
防
衛
の
た
め
軍
備
増
強
に
走
っ

て
い
る
。

さ
て
、
日
本
に
目
を
向
け
よ
う
。

日
本
国
憲
法
は
１
９
４
６
年
に
公
布

さ
れ
、
世
界
で
も
稀
な
平
和
憲
法
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
憲
法
の

お
か
げ
で
戦
後
日
本
は
平
和
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
若
者
は
徴
兵

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
戦
後
76
年
を

過
ぎ
て
一
人
た
り
と
も
戦
死
者
を
出

し
て
い
な
い
。
平
和
憲
法
の
核
心
で

あ
る
第
九
条
は
、「
①
日
本
国
民
は
、

正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平

和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又

は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ

れ
を
放
棄
す
る
。
②
前
項
の
目
的
を

達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の

戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
解
釈

は
、
自
衛
の
た
め
の
軍
備
は
否
定
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
か
ら
、
一

切
の
戦
争
の
放
棄
と
一
切
の
軍
備
の

禁
止
ま
で
あ
る
。

戦
後
、
一
貫
し
て
政
府
は
前
者
と

解
釈
し
て
自
衛
隊
を
創
設
し
、
増
強

の
一
途
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
安
倍

晋
三
元
首
相
は
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
と
い
う
憲
法
の
解
釈
変
更
を

強
行
し
、
現
政
権
は
敵
基
地
攻
撃

（
反
撃
）
能
力
ま
で
自
衛
隊
に
持
た

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
来

る
と
ど
う
解
釈
し
よ
う
と
憲
法
違
反

で
あ
る
。
憲
法
違
反
を
正
当
化
す
る

た
め
に
憲
法
を
変
え
よ
う
と
す
る
の

は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
私
た
ち
医
療

者
は
も
う
一
度
憲
法
第
九
条
の
原
点

に
立
ち
戻
り
、
立
法
の
精
神
に
添
っ

て
、
戦
争
の
な
い
社
会
を
目
指
す
べ

き
で
あ
る
。

私
に
は
同
じ
病
院
で
産
ま

れ
隣
に
寝
か
さ
れ
て
い
た
、

誕
生
日
が
１
日
違
い
の
心
の

友
が
い
る
。
当
然
そ
の
時
の

記
憶
は
な
い
が
、
偶
然
同
じ

幼
稚
園
に
通
う
こ
と
に
な
り

再
び
交
流
が
始
ま
っ
た
。
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
め
っ

た
に
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
誕
生
日
が
近
づ
く
と
自

然
と
彼
女
に
思
い
を
馳
せ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
（
彼
女

も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
だ
）、

こ
こ
数
年
は
連
絡
を
取
り
合

い
「
お
誕
生
会
」
を
開
い
て

い
る
。
そ
の
彼
女
が
紹
介
し

て
く
れ
た
店
が
ビ
ス
ト
ロ
レ

ガ
ー
レ
だ
。

海
側
環
状
線
に
沿
っ
て

近
年
め
ざ
ま
し
く
開
発
さ

れ
た
金
沢
市
直
江
地
区
に

２
０
１
４
年
８
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
金
沢
の
老
舗
ホ
テ
ル

洋
食
部
門
で
修
行
さ
れ
た

シ
ェ
フ
が
腕
を
奮
っ
て
い
る

店
で
あ
る
。
食
材
は
地
元
産

を
優
先
し
、
素
材
本
来
の
味

を
引
き
出
す
調
理
法
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
た
め
、
満
腹
に

な
っ
て
も
体
に
負
担
が
か
か

ら
ず
む
し
ろ
心
地
よ
さ
が

残
る
。
一
番
人
気
は
豆
乳
を

使
っ
た
「
半
熟
卵
の
オ
ム
ラ

イ
ス
」
で
、
ラ
イ
ス
の
上
に

ふ
ん
わ
り
と
し
た
オ
ム
レ
ツ

が
乗
っ
て
い
て
、
そ
の
表
面

に
す
っ
と
ナ
イ
フ
で
切
り
込

み
を
入
れ
る
と
、
半
熟
の
卵

が
と
ろ
〜
り
と
出
て
き
て
ラ

イ
ス
を
覆
い
つ
く
す
。
薄
焼

き
卵
の
オ
ム
ラ
イ
ス
と
は
ま

た
違
う
お
い
し
さ
と
楽
し
さ

が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ー
ス
料

理
は
い
わ
ゆ
る
「
コ
ス
パ
」

が
と
て
も
い
い
と
思
う
。
特

に
前
菜
が
す
ご
い
。
旬
の
食

材
を
使
う
た
め
、
月
替
わ
り

で
、
味
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
か
な
り
の
も
の

だ
が
、
乙
女
心
（
？
）
を
く

す
ぐ
る
盛
り
付
け
に
ハ
ー
ト

を
鷲
づ
か
み
に
さ
れ
た
。

検
索
サ
イ
ト
を
見
て
、

行
っ
て
み
た
い
お
店
は
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
一
度
行
っ
て

ま
た
行
き
た
い
と
思
わ
せ
て

く
れ
る
お
店
に
出
会
う
こ
と

は
な
か
な
か
な
い
。
ビ
ス
ト

ロ
レ
ガ
ー
レ
は
私
に
と
っ
て

そ
う
い
う
と
て
も
大
事
な
お

店
に
な
っ
た
。

コレコレ旨
ウマウマ

お気に入りの
食べどころ

ビ
ス
ト
ロ
レ
ガ
ー
レ

19軒
目

リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
洋
食
屋
さ
ん

佐
藤
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全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

歯　科
保険診療に詳しくなるための

赤本勉強会
と　き 2022年9月3日（土）

午後6時30分～午後9時

ところ ホテル金沢
4階・エメラルド

講　師 石川県保険医協会歯科部員
対　象 会員（50人限定、参加費無料）
申込締切 8月29日（月）

●詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

◆詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

第58回 なんでも学術！なんでも回答?なんでも学術！なんでも回答?

よろず勉強会よろず勉強会

会員医師・歯科医師、会員医療機関のスタッフ

オンライン会議システム（Zoom）または
石川県保険医協会・会議室

対 象
無料参加費

と　き

ところ
2022年8月18日（木）午後7時30分～午後9時

こんな重症患者が歩いてくる
講師　吉村 光弘氏 公立能登総合病院

病院事業管理者

（金沢市本町2-11-7  金沢フコク生命駅前ビル7階）

石 川 保 険 医 新 聞 第603号（3）2022年7月15日（毎月15日発行）



事務所移転のお知らせ このたび、石川県保険医協会は入居していた太陽生命金沢ビルの解体

計画に伴い、 6月29日（水）より事務所を移転しました。

新事務所はJR金沢駅から徒歩約 3分の金沢フコク生命駅前ビル 7階

となります。新事務所への移転後も、保険医の生活と権利を守り、国民

医療の充実のため、一層の努力を重ねる所存です。

■新住所	 〒920-0853
	 金沢市本町2-11-7　金沢フコク生命駅前ビル7階
	 電話	076-222-5373（変更はありません）
	 FAX	076-231-5156（変更はありません）

4 月の歯科診療報酬改定後、厚労省より断続的に発出されている記載要領通
知や疑義解釈。それらを整理、解説を付した石川協会オリジナル冊子を制作し
ました。

ご希望の会員には冊子を 1 冊無料でお送りしますので、同封の注文用紙にて
お申し込みください。

複雑な記載要領通知＆疑義解釈通知を解説!
『2022年歯科診療報酬改定追加通知等による変更点 
 ─ レセプト記載要領、厚労省疑義解釈 ─』発行のご案内

い
つ
も
の
よ
う
に
協
議
事

項
か
ら
始
ま
っ
た
。
検
討
し

た
持
論
は
「
平
和
憲
法
を
守

ろ
う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

権
利
と
法
、
憲
法
の
定
義
や

戦
後
の
歴
史
観
な
ど
白
熱
し

た
討
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
一

応
の
お
さ
ま
り
を
得
た
。
い

つ
も
な
が
ら
理
事
の
皆
さ
ま

の
思
い
を
知
ら
さ
れ
た
議
論

に
な
っ
た
。
次
に
医
療
運
動

に
つ
い
て
保
団
連
の
国
会

行
動
の
報
告
や
保
団
連
通

知
等
の
話
が
事
務
局
か
ら

あ
っ
た
。
ま
た
、
保
団
連
代

議
員
会
に
つ
い
て
参
加
者
の

確
認
と
石
川
協
会
と
し
て
の

議
事
へ
の
賛
否
を
ど
う
す
る

か
確
認
が
行
わ
れ
た
。
馳
石

川
県
知
事
へ
の
要
請
に
つ
い

て
、
県
知
事
選
挙
候
補
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
得
て
い

た
の
で
そ
の
回
答
を
も
と
に

社
会
保
障
施
策
の
改
善
要
請

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

報
告
事
項
は
総
務
部
か
ら

事
務
所
移
転
の
進
捗
状
況
報

告
が
あ
っ
た
。
今
よ
り
は
事

務
所
が
手
狭
に
な
る
た
め

色
々
な
も
の
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
と
報
告
が
あ
っ

た
。
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
は
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で

w
e
b
開
催
に
な
る
と
報

告
が
あ
っ
た
。
太
陽
生
命
金

沢
ビ
ル
で
の
最
後
の
理
事
会

に
な
り
、
個
人
的
に
は
感
慨

深
い
も
の
に
な
っ
た
。

�

【
山
本　

記
】

移転前の 
最後の理事会

（6月7日・13人出席）

2022年度第3回理事会点描

金
沢
駅

広岡一丁目

広岡

中橋 六枚

広岡中

堀川町

堀川中

金沢駅前中央 別院通り口

本町二丁目

石川県保険医協会
（金沢フコク生命駅前ビル7階）

至武蔵→

至武
蔵→

至諸江↑

けやき大通り

金沢駅通り

至
鳴
和
→

←至金沢港

←至金石

ホテル日航金沢北國銀行

＜新事務所地図＞

PEG・在宅医療学会学術集会

主催　PEG・在宅医療学会

　PEG─いまさら胃瘻？？などと思われるかもしれません。しかし、誰でも栄養弱者になりうる超高
齢社会において、むやみに医療を遠ざけるのではなく、医療と生活との幸せな関係を再構築することが
必要と考えます。胃瘻を見直すことから「目からウロコ」の真実が見えてくるものと確信しております。

第26回

テーマ 快適なPEG栄養をめざして
2022年9月10日（土） 完全WEB開催（20年ぶりの金沢開催になるはずでし

たが、完全オンラインといたしました）
会長  小川  滋彦（小川医院 院長）　ホームページ　http://peg26.jp

休業保障共済保険に
ご加入されている先生方へ

石川県保険医協会　TEL(076)222-5373　FAX(076)231-5156

「傷病休業給付金」は、ケガや疾病により６日以上連続して休業された場合に、
第三者の医師を受診してから６日目以降休業された日数分給付されます。休業
される事態が生じた場合は、速やかに保険医協会事務局までご連絡ください。

（
問
題
は
6
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
、
５
が
ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
導

く
好
手
段
。
白
６
に
黒
７
と
追
及
し
、
黒

９
で
白
死
で
す（
次
に
５
と
イ
が
見
合
い
）。

黒
３
で
５
は
白
３
で
白
生
き
。
黒
５
で
７

は
白
イ
黒
５
白
ロ
で
殺
せ
ま
せ
ん
。

囲

解
答

碁

☗
１
二
歩
成
☖
３
一
玉
☗
４
三

桂
☖
同
銀
☗
５
一
飛
成
☖
３
二

玉
☗
２
二
と
☖
同
玉
☗
２
一
竜

☖
１
三
玉
☗
１
二
竜
ま
で
11
手

詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
４
三
桂
が

好
手
で
、
こ
れ
を
さ
き
に
☗
５

一
飛
成
は
☖
４
一
銀
と
引
か
れ

て
届
き
ま
せ
ん
。
７
手
目
☗
２

二
と
以
下
は
竜
の
活
用
で
ピ
ッ

タ
リ
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
6
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
7
で
、答
え
は「
16
」

（
問
題
6
面
）

グループ保険の特長
○お手頃な掛金で大きな保障
○毎年保障の見直しができる
○医師の診査がなく、告知書扱
いで加入可能
○税法上の特典あり
○剰余金が生じれば、配当金とし
て還元

グループ保険
ご加入の御礼
6月10日をもって、今年度のグルー

プ保険の普及キャンペーンが終了しま
した。加入及び増額のお申込みをいた
だき、ありがとうございました。今回お
申込みいただいた分については下記の
通りとなります。
・効力発生日：2022年8月1日（月）
・掛金の第1回自動振替日：7月25日（月）
・加入者証の送付：8月末ごろを予定
なお、グループ保険は毎月加入申し
込みを受け付けています。

●お問い合わせは
保険医協会（電話076-222-5373）までゴルフコンペ

石川県保険医協会主催

※詳細・申し込みは同封の案内チラシまたは保険医協会ホームページをご覧ください。

日時

場所

２０22年10月10日（月・祝）
午前9時20分スタート（8時30分までに受付をお済ませください）

白山カントリー倶楽部 松風コース
参　加　費 保険医協会会員２,０００円（保険医協会未入会員 ３,０００円）
ビジタープレー代 9,90０円（昼食別）

石 川 保 険 医 新 聞 2022年7月15日（毎月15日発行）（4）第603号



（ 6 月号のつづき）
「一人一人の命は大地より重い、人はお互いに助

け合おう」の諸国民の歩むべき理想がその根底に
あって日本国憲法を支持しています。「政府の行為
によって再び戦争の惨禍が起こることのないように
することを決意し」（憲法前文）、「国の交戦権は、
これを認めない」（憲法 9 条）と日本国憲法は戦争
を禁止しています。

アルベルト・アインシュタインは「もし第 4 次世
界大戦が起こるとすれば、その時の主たる武器は石
ころとこん棒である」と述べています。これは第 3
次世界大戦により文明は壊滅するということです。
「人類の行く末を一人や二人でなく、皆で案じよ

う」と人類の行く末を案ずる心の重要性が強調され
ています（湯川、竹谷、坂田、藤原、現代学問論）。

「どんなに貧しくてもよい、戦争だけはやってはだ
めだ」。この韓国のオモニの言葉はわれわれの心を
動かす。戦争をしてはいけません。戦争は人類の作
り出す愚行の最たるものです。「一人一人の命は大
地より重い、人はお互いに助け合おう」。これが人
として生きる諸国民の大原則です。

戦争はその対極にあり、大切な人の命を木の葉の
ように焼いてしまいます。戦争とは人を殺さねば自
分が殺されるという、恐ろしい人間の作り出した行
動様式です。「戦争は人を狂気にする」（森村誠一）
のです。人が作った行動様式なら、これを止めるこ
とができます。「平和主義」の言葉には戦争を止め
る力はありません。なぜなら戦争とは自己の絶対性
を主張する信念と信念、正義と正義、平和主義と平
和主義の戦いであり、国防軍と国防軍、自衛権と自

衛権の真っ向からの対立です。
「ベトナム戦争において韓国は延べ40万人を傭兵

として送り込み、最大 5 人が駐留しました」（韓国
軍から虐殺被害を受けたベトナムの実態、海外進出
支援レポート海外進出顧問）となっています。韓国
はベトナムに軍隊を出したのに、なぜ日本は自衛隊
を出していない。それは日本国憲法には「国の交
戦権は、これを認めない」と記述されているから
です。
「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こるこ

とのないようにすることを決意し」（憲法前文）、「国
の交戦権は、これを認めない」（憲法 9 条）との記
述には戦争を止める大きな力があるのです。日本国
憲法に示される崇高な理想への理解を、平和を愛
する諸国民に求めるのです。これは日本国民の使命
です。

この使命は単なる使命ではなく、日本国憲法前文
の結びに示される様に誇り高い日本国民にとって全
力で実現すべき最も価値ある崇高な使命です。

第24回冬季オリンピックにおいて互いに称え合
い、励ましあうスポーツマンシップが示されまし
た。そこには、見ている者の心を揺り動かす力があ
ります。それは、われわれが称え合い、励まし合う
ことの大切さを理解している何よりの証左です。ス
ポーツマンシップには諸国民の公正と信義を信頼し
てよいことがよく示されています。諸国民は自らを
その公正と信義を信頼される方向へ確実に歩んでい
ます。誇り高き日本国民も諸国民に信頼される公正
で信義に厚い国民へと歩み続けています。日本国
憲法擁護の姿勢にそれは具体的に示されているの
です。

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されな
いことや、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障
しています。しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の
理念を再確認し、それを実現する社会保障制度を考える一歩にしようという企画です。
石川県保険医協会が事務局を務める「九条の会・石川医療者の会」の賛同人へ憲法に思うこと
を募集し、ご寄稿いただきましたので掲載いたします（全3回）。

〈シリーズ〉憲法を生きる

日本国憲法擁護を考える③
ペンネーム　古志　雅裕 九条の会・石川医療者の会賛同人

ダーウィンは「強いものが生き残るのではなく、適応力のあるもの
が生き残る」と言っています。「弱肉強食」ではないのです。2022年
2 月に大国ロシアがウクライナに侵攻しました。プーチンの「数日で
制覇できる」との思惑が見事に外れました。ゼレンスキー大統領の
SNSを始め世界に向けた働きかけがとても功を奏しています。対応力
=適応力が大切ですね。この戦争により理不尽に殺された沢山の方々
のご冥福を祈ると共に、早く
戦争が終わり、世界が平和に
なってほしいものです。

さて、所詮人間はデズモ
ンド・モリス氏の云うよう
に「裸のサル」なのでしょう
か?　愚かな人間が時々出現
して我欲むき出しで民衆を苦
しめています。極端な貧富が
テロの土壌になると気付いた
中村哲氏はアフガニスタンで
医療よりも水が重要と考え、
不毛の砂漠に井戸を掘りアフ
ガニスタンの民衆を助けまし
た。これも同じ人間のなせる
業です。

始めの質問の答えは、スズ
メ科ではなくハタオリドリ科
でした。

下記の 2つの新型コロナ特例は2022年 7月31日で終了予定とされ
ています。これ以外の新型コロナ特例（院内トリアージ実施料300
点、新型コロナ患者を電話等診療した場合の二類感染症患者入院診
療加算250点、新型コロナ患者を外来診療した場合の950点など）は
引き続き継続されており、終了時期は特に示されておりません。
なお、新型コロナ特例は今後も変更・追加の可能性があります。
厚労省から通知された内容はいち早く石川県保険医協会ホームペー
ジ「協会ニュース」でご案内しておりますので、ご活用ください。

石川県保険医協会ホームページ「協会ニュース」
https://ishikawahokeni.jp/blog/

村田　祐一（金沢市・小児科）

「青い
鳥」を求めて

第1回スズメ（全長14cm）
よく見かけますが
　  何科に属すと思いますか？

2022年7月末終了予定の
新型コロナ特例

○�都道府県のホームページに公表されている診療･検査医療機
関が新型コロナ疑い患者を診療検査対応時間内に外来診療し
た場合の「二類感染症患者入院診療加算（外来診療・診療報
酬上臨時的取扱）（250点）」

○�都道府県のホームページに公表されている診療･検査医療機
関等において重症化リスクの高い新型コロナ患者を電話等診
療した場合の「電話等による診療（新型コロナウイルス感染
症・臨時的取扱）（147点）」

2022年7月31日で終了予定の新型コロナ特例

石 川 保 険 医 新 聞 第603号（5）2022年7月15日（毎月15日発行）



会員リレーエッセー� ◆◆274◆◆原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

１
９
４
５
年�

�
�

沖
縄
前
田
高
地
の
戦
い

日
本
軍
と
米
軍
が
１
９
４
５

年
４
月
に
死
闘
を
繰
り
広
げ
た

沖
縄
前
田
高
地
の
戦
い
で
、
ア

メ
リ
カ
海
兵
隊
の
衛
生
兵
が
奇

跡
の
奮
闘
を
し
た
実
話
を
、
あ

の
「
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス
」
で
有

名
な
メ
ル
・
ギ
ブ
ソ
ン
が
監
督

し
た
、
え
げ
つ
な
い
ど
迫
力
画

面
の
映
画
だ
。
で
も
そ
れ
よ
り

も
す
ご
い
の
は
、
銃
を
使
わ
ず

奮
闘
し
た
男
の
執
念
が
描
か
れ

て
お
り
感
動
作
な
の
だ
。

主
人
公
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ド
ス

（
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
）
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の

静
か
な
田
舎
に
育
っ
た
。
両
親

は
信
心
深
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ

が
、
父
親
は
第
一
次
大
戦
に

出
征
し
、
心
に
深
い
傷
を
負

い
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
紛
ら
わ
せ

て
い
た
。
デ
ズ
モ
ン
ド

は
弟
と
け
ん
か
を
し
た

際
に
レ
ン
ガ
ブ
ロ
ッ
ク

で
頭
を
殴
っ
て
気
絶
さ

せ
て
し
ま
い
、
親
に
ひ

ど
く
怒
ら
れ
て
二
度
と

他
人
を
殺
す
可
能
性
の

あ
る
こ
と
は
し
な
い
と

心
に
誓
っ
た
。
長
じ
て

教
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
た
際
に
、
ト

ラ
ク
タ
ー
の
下
敷
き
に

な
り
出
血
し
た
若
者
を

素
早
く
助
け
た
。
動
脈

を
止
血
処
置
し
て
病
院
に
連
れ

て
行
っ
た
デ
ズ
モ
ン
ド
は
、
妻

と
な
る
美
し
い
看
護
師
と
出
会

う
。
会
っ
た
次
の
日
に
は
プ
ロ

ポ
ー
ズ
し
よ
う
と
決
心
し
た
。

彼
女
は
デ
ズ
モ
ン
ド
に
惹
か
れ

婚
約
す
る
。

し
か
し
、
デ
ズ
モ
ン
ド
の
周

り
で
は
兄
も
含
め
出
征
す
る
若

者
が
続
き
、
自
分
も
国
の
役
に

立
つ
た
め
に
海
兵
隊
に
入
隊
す

る
。
父
親
は
軍
隊
で
息
子
が
務

ま
る
か
ど
う
か
心
配
す
る
が
、

純
粋
な
デ
ズ
モ
ン
ド
は
新
兵
訓

練
に
参
加
す
る
。
運
動
能
力
は

優
れ
て
い
た
が
、
銃
を
各
人
に

与
え
ら
れ
た
際
、
彼
は
そ
れ
を

持
つ
こ
と
を
拒
否
す
る
。
上

官
も
新
兵
仲
間
も
あ
き
れ
、
デ

ズ
モ
ン
ド
は
孤
立
し
、
暴
力
を

振
る
わ
れ
る
。
結
局
除
隊
を
迫

ら
れ
、
拒
否
す
る
と
軍
法
会
議

に
か
け
ら
れ
た
。
結
婚
式
に
も

行
け
ず
、
軍
の
施
設
で
刑
期
を

送
る
寸
前
に
、
父
親
の
必
死
の

働
き
か
け
に
元
上
官
の
将
軍
が

訴
え
を
認
め
て
、
衛
生
兵
と
し

て
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
も
う一人
助
け
さ
せ
て
」

そ
し
て
初
め
て
の
戦
場
と
し

て
沖
縄
に
向
か
う
。
そ
こ
は
先

に
上
陸
し
た
陸
軍
師
団
が
壊
滅

的
な
打
撃
を
こ
う
む
っ
て
い
る

崖
の
上
の
戦
場
だ
っ
た
。
日
本

軍
は
そ
こ
に
地
下
壕
を
張
り
巡

ら
し
、
米
軍
の
砲
撃
が
終
わ
っ

た
ら
地
上
に
出
て
米
軍
を
迎
え

撃
っ
て
い
た
。
初
日
の
激
戦
で

多
く
の
兵
を
失
い
、
ま
た
負
傷

兵
も
多
く
、
デ
ズ
モ
ン
ド
は
砲

火
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
前
線
を

飛
び
回
る
。
夜
に
な
り
砲
撃
で

で
き
た
穴
で
上
官
と
添
い
寝
す

る
が
、
日
本
兵
に
殺
さ
れ
る
悪

夢
を
見
た
。

翌
朝
、
怒
涛
の
日
本
軍
の
攻

撃
を
受
け
、
せ
っ
か
く
確
保
し

た
場
所
も
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、

海
兵
隊
は
崖
の
上
か
ら
す
べ
て

撤
退
し
て
し
ま
う
。
海
上
か
ら

の
援
護
射
撃
の
中
で
「
衛
生

兵
！
」「
衛
生
兵
！
」
と
の
声

を
聴
き
、
ま
た
負
傷
者
の
救
援

に
向
か
う
。
そ
の
う
ち
残
存
敵

兵
を
探
し
に
日
本
兵
が
来
る
。

動
け
る
の
は
自
分
一
人
だ
け
で

崖
の
上
に
残
っ
て
い
る
た
め
、

日
本
兵
が
い
な
い
地
下
壕
に
逃

げ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
な

ん
と
負
傷
し
た
日
本
兵
も
助
け

て
し
ま
う
。
夜
に
な
っ
て
も
負

傷
兵
を
助
け
よ
う
と
太
い
ロ
ー

プ
を
作
り
、
杭
を
利
用
し
て
負

傷
兵
を
崖
の
下
に
お
ろ
し
て
い

く
。
次
々
と
降
り
て
く
る
負
傷

兵
に
崖
の
下
に
い
る
米
軍
は
驚

く
。
あ
の
臆
病
者
と
思
っ
て
い

た
デ
ズ
モ
ン
ド
が
ど
え
ら
い
こ

と
を
し
て
い
る
と
気
が
つ
く
。

「
も
う
一
人
助
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
神
に
祈
り
、
彼
は
や

り
続
け
た
。
翌
朝
、
か
つ
て
訓

練
で
し
ご
か
れ
た
軍
曹
を
も
助

け
た
が
、
日
本
兵
に
追
い
詰
め

ら
れ
、
負
傷
し
た
軍
曹
と
と
も

に
ロ
ー
プ
ご
と
崖
か
ら
落
ち

て
、
宙
づ
り
に
な
っ
た
と
こ
ろ

を
日
本
兵
に
射
撃
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
。
味
方
が
そ
れ
を
阻
止

し
、
日
本
軍
を
撃
退
し
た
。
次

の
日
の
総
攻
撃
で
前
田
高
地
は

落
ち
、
デ
ズ
モ
ン
ド
は
負
傷
し

て
仲
間
に
運
ば
れ
る
。
結
局
、

彼
は
75
人
の
仲
間
の
命
を
救

い
、
良
心
的
銃
所
持
拒
否
者
と

し
て
初
め
て
勲
章
を
授
与
さ
れ

た
。
２
０
０
６
年
に
87
歳
で
亡

く
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

平
成
に
な
っ
て
ま
も
な
く
の
頃
、
ま
だ
ま
だ
歯
科
医
に
な

り
た
て
で
何
も
で
き
な
か
っ
た
勤
務
医
時
代
、
就
職
先
の
先

輩
た
ち
が
新
人
歓
迎
会
と
し
て
自
宅
で
食
事
会
を
開
催
し
て

く
れ
た
。
そ
こ
で
振
る
舞
わ
れ
た
料
理
は
先
輩
た
ち
が
調
理

し
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
大
き
な
お
ひ
つ
に
ご
飯
を
敷
き

詰
め
、
そ
の
上
に
濃
厚
な
う
な
ぎ
の
た
れ
で
味
付
け
し
て
細

か
く
刻
ん
だ
う
な
ぎ
が
所
狭
し
と
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
同
じ
よ
う
に
細
か
く
刻
ん
だ
錦
糸
卵
と
刻
み
の
り
、

シ
ソ
の
葉
、
青
ネ
ギ
な
ど
で
彩
ら
れ
た
「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」
と

い
う
食
べ
物
だ
っ
た
。
私
は
そ
れ
ま
で
に
地
元
の
石
川
と
大

学
時
代
の
新
潟
で
人
生
の
大
半
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
う

な
重
や
う
な
丼
は
食
べ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
ひ
つ
ま
ぶ

し
」
な
る
も
の
は
見
た
こ
と
も
食
べ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

そ
の
当
時
、
情
報
は
ま
だ
ま
だ
テ
レ
ビ
や
雑
誌
が
主
役
で
、

自
分
に
は
名
古
屋
の
ご
当
地
飯
な
ど
全
く
縁
が
な
か
っ
た
。

さ
て
、
時
を
経
て
十
分
に
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た

私
は
、
か
つ
て
の
ひ
つ
ま
ぶ
し
の
味
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
足
し

げ
く
県
外
の
う
な
ぎ
の
名
店
に
通
い
詰
め
、
様
々
な
ひ
つ
ま

ぶ
し
を
食
べ
て
み
た
。
そ
こ
で
感
想
だ
が
、
名
店
と
呼
ば
れ

る
店
は
そ
こ
そ
こ
お
い
し
い
が
、
残
念
な
が
ら
石
川
を
は
じ

め
多
く
の
県
で
食
べ
た
ひ
つ
ま
ぶ
し
は
初
め
て
食
べ
た
思
い

出
の
味
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
本
当
に

お
い
し
い
ひ
つ
ま
ぶ
し
は
本
場
名
古
屋
に
し
か
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
毎
年
名
古
屋
ま
で
食
べ
に
行
っ
て
い
る
の
が

「
あ
つ
た
蓬
莱
軒
」
本
店
だ
。
支
店
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

や
っ
ぱ
り
本
店
が
お
い
し
い
。
そ
の
他
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
で

き
る
名
古
屋
の
ひ
つ
ま
ぶ
し
の
お
店
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
食

べ
て
み
た
が
、
唯
一
「
ひ
つ
ま
ぶ
し
花
岡
」
さ
ん
の
梅
干
し

味
が
お
い
し
い
と
感
じ
た
。
と
も
に
う
な
ぎ
は
三
河
一
色
産

を
使
用
し
て
い
て
肉
厚
で
、
皮
は
パ
リ
パ
リ
に
焼
か
れ
て
い

て
グ
ニ
グ
ニ
せ
ず
味
は
濃
厚
だ
。
私
は
ひ
つ
ま
ぶ
し
が
好
き

す
ぎ
て
４
日
連
続
で
ひ
つ
ま
ぶ
し
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
ん
な
時
、
顔
と
体
が
う
な
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
た

気
が
す
る
。

ひ
つ
ま
ぶ
し
に 

　
　
　
魅
せ
ら
れ
て

山
本
　
司
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

囲 碁

（解答は 4 面にあります） （解答は 4 面にあります）

黒先　（８分で二、三段以上）
〈ヒント〉 ダメヅマリの弱点を突いて
 仕留めます。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉飛車のうまい活用です。
 （10分で初段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え4面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独3 8 4
5 6

6 5 7 □ 3
8 3 1 7
5 9 4 6

1 □ 4 9 5
7 8 2 9

1 8
4 2 3

奥田　宏（金沢市・心療内科）

のつぶやきのつぶやきⅡⅡ映画狂映画狂
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（2016年・米）
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